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町
長
は
11
月
22
日
に
可
決
し

た
南
海
ト
ラ
フ
法
を
待
っ
て
、
高

台
移
転
の
協
議
を
進
め
て
行
く
と

言
わ
れ
て
い
た
が
、
黒
潮
町
で
も

最
大
浸
水
域
の
あ
る
佐
賀
地
域
で

の
住
宅
や
、
要
配
慮
者
施
設
で
あ

る
佐
賀
保
育
所
等
の
移
転
に
つ
い

て
、
早
急
に
地
域
住
民
や
保
護
者

と
協
議
始
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
建
設
工
事
の
入
札
不

調
が
あ
る
と
聞
く
が
未
施
行
の
事

業
量
と
今
後
の
対
策
は
。

　

平
成
23
年
12
月
の
非
常
通
信
確

保
の
質
問
に
、
重
要
と
考
え
て
お

り
町
内
の
業
務
無
線
や
ア
マ
チ
ュ

ア
無
線
等
の
調
査
を
行
う
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
調

査
結
果
と
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を

始
め
て
い
る
の
か
。
中
山
間
地
域

で
の
孤
立
集
落
の
通
信
手
段
と
し

て
、
地
域
防
災
計
画
に
は
ど
う
反

映
さ
せ
る
の
か
。

　

平
成
25
年
12
月
に
高
知
県
高
台

移
転
チ
ー
ム
と
現
地
調
査
・
協
議

を
行
い
、
平
成
26
年
１
月
中
に
佐

賀
保
育
所
の
保
護
者
や
、
小
中
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
住
民
へ
の
経
過

報
告
と
意
見
交
換
を
計
画
し
て
お

り
、
今
年
度
を
目
処
に
佐
賀
地
域

厚
生
文
化
施
設
の
南
海
ト
ラ
フ
地

震
対
策
基
本
計
画
を
示
す
。　　

　

ま
た
、
国
に
は
目
指
す
施
策
が

実
現
可
能
な
政
省
令
や
財
源
確
保

を
精
微
な
計
画
を
組
ん
で
要
望
し

て
い
く
。
ま
た
、
十
分
な
工
期
が

で
き
る
よ
う
に
対
応
を
考
え
る
。

　

入
札
不
調
は
、
現
在
７
件
で
そ

大
西 

町
長

の
内
、
震
災
関
係
６
件
で
１
億
５

百
万
円
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で
は

防
災
減
災
対
策
が
で
き
な
い
の

で
、
県
や
国
に
要
望
を
上
げ
、
来

年
度
の
財
源
確
保
に
努
め
る
。

　

地
域
防
災
計
画
は
平
成
26
年
度

に
な
る
。
業
務
無
線
や
ア
マ
チ
ュ

ア
無
線
は
現
在
ま
で
調
査
は
で
き

て
い
な
い
。
無
線
は
非
常
に
大
事

だ
と
認
識
し
て
お
り
調
査
研
究
を

す
る
。

　
　

最
近
、
イ
ノ
シ
シ
以
外
の
小

動
物
（
タ
ヌ
キ
、
ア
ナ
グ
マ
等
）

の
被
害
が
中
山
間
で
多
く
発
生
し

て
お
り
、
高
齢
者
が
丹
精
込
め
て

栽
培
し
て
い
る
野
菜
畑
が
荒
ら
さ

れ
る
被
害
を
被
り
、
生
産
意
欲
が

失
わ
れ
て
い
る
。
町
は
、
黒
潮
町

有
害
鳥
獣
対
策
報
奨
金
に
タ
ヌ

キ
、
ア
ナ
グ
マ
等
の
小
動
物
を
加

え
対
応
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　

今
回
、
県
か
ら
５
４
０
丁
の
イ

ノ
シ
シ
罠
が
交
付
さ
れ
た
が
、
町

も
同
様
に
こ
の
国
の
事
業
を
利
用

し
て
檻
と
か
罠
を
購
入
し
貸
与
等

を
行
う
の
で
あ
れ
ば
、
町
の
負
担

(

10
％)

も
少
な
く
、
新
規
に
免
許

を
取
ら
れ
る
方
の
負
担
も
少
な
く

な
り
、
有
害
鳥
獣
対
策
に
協
力
を

願
え
る
と
思
う
が
、
対
応
は
で
き

な
い
か
。

　

小
動
物
の
被
害
は
町
も
把
握
を

し
て
お
り
、
次
年
度
に
報
奨
金
を

関
係
者
と
協
議
し
検
討
を
す
る
。

浜
田 

海
洋
森
林
課
長

　

町
は
狩
猟
免
許
受
験
に
も
講
習

会
受
講
料
、
試
験
料
、
登
録
料
の

助
成
を
行
い
、
広
報
等
で
取
得
を

お
願
い
も
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ

が
、
町
が
10
％
の
負
担
で
檻
等
が

購
入
で
き
る
よ
う
な
の
で
次
年
度

予
算
で
協
議
す
る
。
ま
た
、
県
に

も
罠
等
の
配
布
に
つ
い
て
も
支
援

要
望
活
動
を
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

※

　

例
規
集
の
整
理
点
検
に
つ
い

　
　

て

藤本　岩義  議員
ふじもと いわよし

　
　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
対
策

特
別
措
置
法
、
国
土
強
靭
化
基
本

法
の
成
立
を
受
け
、
高
台
移
転
に

対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

高
台
移
転
は
、
地
震
、
特
に
津

波
対
策
と
し
て
ベ
ス
ト
で
あ
る
こ

と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
高

台
移
転
は
、
震
災
前
過
疎
を
防
止

す
る
た
め
に
も
重
要
な
取
り
組
み

だ
が
、
高
台
移
転
が
何
ら
か
の
理

由
で
出
来
な
い
人
た
ち
に
町
と
し

て
ど
の
様
に
対
処
す
る
の
か
。
ま

た
金
子
繁
昌
県
議
が
提
唱
し
て
い

る
人
工
高
台
「
命
の
丘
」
構
想
に

つ
い
て
町
と
し
て
ど
の
様
に
考
え

て
い
る
か
を
問
う
。

　

昨
年
南
海
ト
ラ
フ
大
震
災
の
新

想
定
が
公
表
さ
れ
て
以
降
、
高
台

移
転
に
多
く
の
住
民
か
ら
質
問
、

要
望
が
あ
っ
た
出
口
地
区
を
対
象

に
10
月
か
ら
、
地
区
代
表
者
、
町
、

県
等
が
地
区
の
現
状
、
移
転
に
関

す
る
補
助
制
度
や
負
担
額
な
ど
の

情
報
を
共
有
し
、
理
解
を
深
め
る

た
め
勉
強
会
を
開
催
し
て
い
る
。

事
前
復
興
目
的
の
高
台
移
転
は
全

国
的
に
事
例
が
な
い
の
で
、
本
勉

強
会
は
今
後
高
台
移
転
す
る
場
合

の
具
体
的
課
題
の
洗
い
出
し
が
出

来
る
の
で
は
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
高
台
移
転
が
出
来
な

い
人
た
ち
の
課
題
も
出
て
く
る
と

思
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
対
し

て
地
域
の
合
意
形
成
、
町
の
財
政

負
担
能
力
も
含
め
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
特
別
措
置
法
お
よ
び
国
土

強
靭
化
基
本
法
の
成
立
を
受
け
、

松
本 

情
報
防
災
課
長

こ
れ
か
ら
出
さ
れ
る
各
政
省
令
を

特
に
注
視
し
て
取
り
組
む
。

　

ま
た
、「
命
の
丘
」
構
想
に
つ

い
て
県
議
会
で
は
効
果
的
で
あ
る

と
の
見
解
と
、
入
野
松
原
の
暴
風

防
潮
の
機
能
低
下
が
懸
念
さ
れ
る

と
い
う
二
つ
の
側
面
で
議
論
さ
れ

て
い
る
。
町
と
し
て
は
、
入
野
松

原
周
辺
の
人
工
高
台
「
命
の
丘
」

整
備
に
つ
い
て
は
、
土
佐
西
南
大

規
模
公
園
利
用
者
の
安
全
確
保
の

視
点
か
ら
も
、
今
後
黒
潮
町
津
波

避
難
計
画
の
中
で
位
置
づ
け
を
明

確
に
し
て
い
く
。

　
　

津
波
を
抑
え
込
む
の
で
は
な

く
、
津
波
に
よ
る
浸
水
は
当
然
あ

る
も
の
と
し
て
、
そ
の
浸
水
時
間

を
い
か
に
遅
ら
せ
る
か
に
よ
っ

て
、
多
く
の
命
が
救
わ
れ
る
。
蛎

瀬
川
左
岸
堤
の
高
さ
は
、
入
野
漁

港
の
防
波
堤
よ
り
低
い
状
況
で
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
蛎
瀬
川

左
岸
堤
を
か
さ
上
げ
と
補
強
す
る

事
に
よ
っ
て
、
万
行
、
下
田
の
口

へ
の
津
波
浸
水
時
間
を
遅
ら
せ
る

事
が
で
き
、
よ
り
多
く
の
命
が
救

わ
れ
る
と
思
う
。
こ
の
蛎
瀬
川
左

岸
堤
の
か
さ
上
げ
、
補
強
に
つ
い

て
町
と
し
て
ど
の
様
に
対
処
し
て

い
る
か
を
問
う
。

　

蛎
瀬
川
左
岸
堤
は
昭
和
20
年
代

前
半
に
築
か
れ
た
高
さ
の
低
い
軽

石
積
み
の
堤
で
あ
る
。
左
岸
堤
の

か
さ
上
げ
補
強
に
つ
い
て
は
、
津

波
に
よ
る
浸
水
時
間
を
遅
ら
せ
周

辺
住
民
の
避
難
時
間
確
保
の
た
め

重
要
で
あ
る
。
毎
年
、
県
及
び
県

議
会
へ
強
く
要
望
を
し
て
い
る
。

現
在
、
県
で
は
県
管
理
河
川
に
お

い
て
地
震
津
波
高
潮
対
策
の
調
査

森
田 

ま
ち
づ
く
り
課
長

を
実
施
し
て
お
り
、
蛎
瀬
川
つ
い

て
は
重
要
河
川
と
位
置
付
け
、
昨

年
度
基
礎
調
査
を
実
施
し
た
。

　

津
波
か
ら
の
避
難
時
間
の
確
保

や
背
後
地
の
重
要
性
な
ど
他
の
河

川
と
調
整
し
な
が
ら
事
業
化
を
検

討
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

町
と
し
て
も
土
佐
西
南
大
規
模

公
園
利
用
者
や
蛎
瀬
川
周
辺
住
民

の
多
く
の
命
を
守
る
た
め
に
、
早

期
の
事
業
化
に
向
け
て
関
係
機
関

に
強
く
要
望
し
て
い
く
。
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